
拡 大 す る サ ホ ロ リ ゾ ー ト

危惧 される環境保全

一男寺島

て らしま かずお
1944年 北海道生 まれ。

北海道旭川工業高等学

校教諭。 「大雪縦貫道路」

問題で自然保護運動 に入

り1972年 「大雪 と石狩の

自然を守る会」 を設立、

代表を務める。本協会理

事。

著書に 『大雪、 日高、
と北海道の名山』、 『神々

の遊ぶ庭』など。

◆

ス
ケ

ー
ル

ア

ッ
プ

さ
れ

た
拡

張
計

画

新

日
本

八
景

の

一
つ
、

狩
勝

峠

の
景
観

が

ま
た
変

わ
ろ

う

と
し

て
い
る
。
佐
幌

岳
と
そ

の
山
麓

に
広
が
る

サ
ホ

ロ
リ
ゾ

ー

ト
が

、

ス
キ

ー
場

・
ゴ

ル

フ
場

を
中

心

に
大

々
的
な
拡

張

工

事

を

実
施

し

よ
う

と
し

て

い
る

か
ら

だ
。

大

々
的
と

い
う

の

も
、

こ
れ

ま

で

の

一
五

六
㎞

の
施

設
敷

地

面
積

が
、

一
挙

に

六
倍

の
九

六

二
㎞

に
広
が

る
か

ら

で
あ

る
。

こ
の
中

に
は
、

佐

幌
岳

南
東

斜

面

の

ス
キ
ー

コ
ー

ス
と

そ

の
下

部

の
ゴ

ル
フ

場

計

画
、

お

よ
び

こ
れ
ら

に
付
帯

す

る

ホ

テ
ル

・
展
望

レ

ス

ト

ラ

ソ
な
ど

の
施
設

が
入

っ
て
お
り
、

完

成
す

れ
ば
狩

勝
峠

か
ら

一
望

さ
れ

る

の

で
あ

る
。

計

画

は
、

サ
ホ

ロ
ス
キ
ー
場

・
サ
ホ

ロ
カ

ソ
ト
リ

ー
ク

ラ

ブ

・
ホ

テ

ル
サ
ホ

ロ

・
地
中

海

ク

ラ
ブ
等

の
既
存

施
設

を
南

北

に
拡
張

し

て
、
通
年

型

リ
ゾ

ー

ト

エ
リ

ア
を

つ
く

り
出
す

こ
と

が

ね
ら

い
。

完

成
予
定

は

平
成

一
二
年
度

で
、

ベ

ッ
ド

数

五
五
〇

〇
、

日
最

大

入
り
込

み
者
数

一
万

二
〇
〇
〇

人
、

年
間

入

り
込

み
者
数

を

一
〇

〇

万
人

と
見

込

ん

で
い
る
。

実

施

さ
れ
れ

ば
計

画
面
積

二

二
〇
〇

㎞

の
、

お

よ
そ

四
四
%

が

開
発

さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

す

で

に
道

の
環

境

ア
セ

ス
メ

ソ

ト
条

例

に
基
づ

く
調

査

・
縦

覧

も
終

え

て
、

着

工
目
前

の
状

況

に
あ

る
。

◆
サ

ホ

ロ
リ
ゾ

ー
ト

の
概

要
と
経
緯

佐

幌
岳

は
狩

勝
峠

の
北

に
讐

え
る
、

標
高

一
、

〇

五
九
層

の
日
高

山
系

の
山
だ
。
大
雪

山
系
を
結

ぶ
要
衝

の
山

で
あ
る
。

サ

ホ

ロ
リ
ゾ
ー

ト
は
、

こ
の
山

の
新
得

町
側

、
通

称
狩
勝

高

原

と
呼
ば

れ

る
標
高
約

三
〇

〇
)
川
の
山
麓
部

か

ら
、
山
頂

部

に

か
け

て
開
発

が
進

め
ら
れ

て
い
る
。

開
発

の
事

業
主
体

は

西
武

セ
ゾ

ソ
グ

ル
ー
プ
だ
。

現
在

、

こ

の
地
域

の
固
有
林

に

つ
い

て
は
昭
和

五
〇

年

に
林

野
庁

の

「
野
外

ス
ポ
ー

ッ
林

」

の
指
定

を
、

リ
ゾ

ー

ト

エ
リ

ア

に

つ
い

て
は

平

成

元
年

に

「
北
海

道
富
良
野

・
大
雪

リ
ゾ
ー

ト
地
域
」

の

一
つ
と
し

て
、

リ
ゾ

!

卜
法

の
指

定
を
受

け

て
い
る
。

開
発

の
発

端

は
、
昭

和

五
三
年

に
新
得

町
が

S

L
ホ

テ

ル

や
テ

ニ
ス
コ
ー

ト
を
整
備

し
、
狩
勝
高

原
を

レ
ク
リ

ェ
ー

シ

ョ

ソ
基
地

と

し

て
整

備

し
よ
う

と
し

た

こ
と

に
始

ま
る
。

昭
和

五
五
年
、

ス
キ
ー

レ
ジ

ャ
ー

の
デ

ベ

ロ
ッ
パ
ー

三
栄

ス
ポ

ー

ツ
産
業
㈱

の
子
会
社

で
、

旭
川

に

ス
キ

ー
場
を
持

つ
㈱

台
場

ケ
原

サ

ン
バ

レ
ー

が

ス
キ
ー
場

を
開

設

し
た
。

翌
年

、

西
武

セ
ゾ

ソ
グ

ル
ー
プ

の
㈱

西
洋
環

境
開

発
が

こ
れ

に
加
わ

り
、

㈱

サ

ホ

ロ
リ
ゾ
ー

ト
を
発

足

さ
せ

た
。

㈱

サ

ホ

ロ
リ
ゾ

ー

ト

は

現
在
、

㈱

西
洋
環

境
開

発

の

一
〇

〇
%
出

資
会
社

と

な

っ

て

い
る

が
、

一
時

「
S

D
I
」

(
西

武

・
台

場

ケ
原

・
イ

ソ

タ
ー

ナ

シ

ョ
ナ

ル
の
略

)
と
社

名
を

変

え
た

こ
と
も
あ

る
。

昭

和

五
七
年
、

第

三

セ
ク
タ

ー
と
し

て
狩
勝

高
原
開

発
㈱

が

設

立
さ
れ

、
狩

勝

コ
ン
チ
ネ

ソ
タ

ル
ホ

テ

ル
が

オ
ー
プ

ソ
。

昭
和

六

二
年
、

新
得

町
が

サ

ホ

ロ
リ
ゾ
ー

ト

の
核

と
な

る
地

中

海

ク
ラ
ブ

の
誘
致

に
成

功

し
、

セ
ゾ

ソ
グ

ル
ー
プ

の
提

携

の
も
と

に

「
ク

ラ
ブ

メ

ッ
ド

・
サ

ホ

ロ
」

(
通
称

バ

カ

ソ
ス

村

)
が
開

村

し
た
。

こ
の
年

サ
ホ

ロ
カ

ソ
ト
リ

ー
ク

ラ
ブ
も

買

収

さ
れ
、

ス
キ
ー
場

・
ホ
テ

ル

・
ゴ

ル

フ
場

の
三
点

セ

ッ

ト
を
基
本

と

し
た
、

サ
ホ

ロ
リ
ゾ

ー
ト

の
本

格
的

な
稼
働

が

始

ま

っ
た

の
で
あ

る
。
現

在
、
㈱

西
洋

環
境

開
発

が
総
合

デ

ベ

ロ

ッ
プ

メ

ソ
ト
を

、
㈱

サ

ホ

ロ
リ
ゾ
ー

ト
が
運
営

面

を
分

担

す
る
形

で
経

営

さ
れ

て

い
る
。

地
中

海

ク

ラ
ブ

の
誘
致

に

は
、

新
得

町

の
他

に
歌
志
内

市

な
ど
全

道

八
市
町
村

が
名

乗

り
を
あ
げ
、
誘
致

合
戦

を
繰
り
広
げ
た
が
、
新
得
町

が
道
路

・

上
下

水
道

・
ゲ

レ
ソ
デ
整
備

・
ロ

ッ
ジ

の
建

設

・
体

育
館

な

ど
総

額

一
五
億

円

に
上
る
基

盤
整

備

を
先
行

投
資

し
勝
ち

抜

い
た
。

◆

肥
大
化

す
る

リ
ゾ

ー
ト

コ
ン
ビ

ナ

ー
ト

サ

ホ

ロ
リ
ゾ

ー

ト
は
、
佐

幌
岳

を
中

心

に
四

つ
の

エ
リ

ア

に
分

げ

て
施
設

計
画

の
整
備

を
進

め

て

い
る
。

佐
幌
岳

山

腹
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上 川 郡

≧ 新 得 町
フーぐ

r!
.ゾ ド ヘ ー.」N八

凡 例

事業予定地域
エ リ ア 界

既 存 施 設

サ ホ ロ リ ゾ ー ト施 設 配 置 図図1

の

ス
キ
ー

エ
リ

ア
、

北
側

山
麓

の
ノ
ー

ス

エ
リ

ア
、
東
側

山

麓

の
セ

ソ
タ
ー

エ
リ

ア
、
南
側

山
麓

の
サ
ウ

ス

エ
リ

ア
で
あ

る
。

ス
キ
ー

エ
リ

ア
は
、
既
存

の
東

側

コ
ー

ス
を
中

心

に
、

北
東

斜
面

と
南
東

斜
面

に
新

た

に
ゲ

レ

ソ
デ

コ
ー

ス
が
開

か

れ
る

ほ

か
、
山
頂

に
展
望

レ
ス
ト

ラ
ソ
が

つ
く
ら
れ

る
。

セ

ソ
タ
ー

エ
リ

ア
は
、

現
在

の
ゴ

ソ
ド

ラ

ス
テ
ー

シ

ョ
ソ

・
ク

ラ
ブ

メ

ッ
ド

・
ホ

テ

ル
サ
ホ

ロ

・
駐
車

場

・
町
有

施
設

な
ど

が

あ
る

と

こ
ろ

で
、

新
規

に

一
八

ホ
ー

ル

・

一
三
五
㎞

の
ゴ

ル

フ
場

、
水

の
広
場

・
貯

水
池
、

コ
ソ
ド

ミ

ニ
ア
ム
、

各
種

ビ

レ

ッ
ジ

な
ど
が

つ
く

ら
れ

る
予
定

だ
。

ノ
ー

ス

エ
リ

ア
は
、

ほ
ぼ
全

域

が
新
規

開
発

で
、

九

ホ
ー

ル

・
九

五
㎞

の
ゴ

ル

フ
場
、

ホ
テ

ル
、

コ
ソ
ド

ミ

ニ
ア
ム
、

乗

馬

場
、
養

魚
場

、
駐

車
場

な
ど

が
予
定

さ

れ

て
い
る
。

サ
ウ

ス
エ
リ

ア
は
、

既
存

の

一
八
ホ
ー

ル

・
九
〇

㎞

の
ゴ

ル
フ
場
、

町
整
備

公
園

な

ど
を
中

心

に
、

九
ホ

ー

ル

.
五
〇

㎞

の
ゴ
ル
フ
場
、

B
M
X

コ
ー
ス
、

コ
ソ
ド
ミ

ニ
ア
ム
、

ア
ー

ト
の
森
、

ネ

ー

チ

ャ
ー

セ

ソ
タ
ー
、

ホ

テ

ル
、

ハ
ー

フ
ガ
ー

デ

ソ
な
ど
が
新
設
さ
れ
る
。

(
「施
設
計
画
と
事
業

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
」

参

照

)

一
見

す

る
と
多
彩

な

施
設
内

容

と
な

っ
て
い
る
が
、

骨
組

み
は

ス
キ
ー
場

・
ゴ

ル

フ
場

・
ホ
テ

ル
の

い
わ
ゆ
る

リ
ゾ

ー

ト
三
種

の
神

器

か
ら
な

っ
て

い
る
。
既

設

・
新

設
合
わ

せ
て
、

ス
キ
ー
場

は

三
か
所

・
七

七
三
㎞
。

ゴ

ル
フ
場
は

四
か
所

.

五
六

ホ
ー

ル

・
三
七
〇
㎞
。

ホ
テ
ル
は
、

コ
ソ
ド
ミ

ニ
ア
ム

.

ゲ

ス
ト

ハ
ゥ

ス

・
ペ

ソ
シ

ョ
ソ
ビ

レ

ッ
ジ

・
コ
ッ
テ
ー

ジ
ビ

レ

ッ
ジ

を
含

め

て
八
五

八

ル
ー

ム

・
一
三
四
棟

・
五

二
〇

〇

名

で
あ

る
。

こ

の
点

で
は
、
地

中
海

ク

ラ
ブ

の
G
O
方

式
と

も

い
う

べ
き

独
自

の
運
営

方
式

が

あ
る

以
外

は
際
立

っ
た

コ

ソ

セ
プ

ト
も

な
く
、

差

別
化

は
な

い
。
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◆
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
高
山
植
生

さ
て
、
今
回
の
拡
張
計
画
に
つ
い
て
、
環
境
保
全
の
面
で



■施設計画と事業 スケジュール

[]既 轍
実施年度(Ψ 成年度)

エリア 番号 施 設 名 敷地面積 施 設 規 模 建築面積
3456789101112

備 考

1 スキ ーコース(全 体) 3734hα ○ ○窃
1ア 2 展望 レス トラン ゲ レンデ内

一

200席 、2階 3207η2 ○

C1 ゴルフ場 1350hα 18H ○(⊃

C2 ス タ ー トハ ウ ス ゴルフ場内 1,000現2 ○一〇

C3 駐 車 場B ゴルフ場内 ○

C4 コ ン ドミニ ア ム 135hα 15棟 、500名 、4階 5,5002η2 ○一〇

C5 ホ テ ル 20hα 250R、500名 、4階 8,000規z ○一⊂)

C6 サホ ロ試験場(圃 場) 50hα ○
lC7

観 察 小 屋 02h(L 1棟 、 イ ンセク トガ ーデ ン15㎡李 ○

1騰 の広場 ・貯水池
}　 『 20hα ○一〇 貯水量22,000㎡

コンドミニアム(CMコ ンド) 0,9hα 2棟 、400名 、3階 4,000ア η2 ○一(り

隠1。
レ

ゲス トハウス
ー

100hα 15棟 、300名 、2階 5,500ηz2 ○一〇
}一 一一}}h

lCl1サ ボ ・ピ レ.ジ

←30㎞
9,800ア η2 ○ ○

}『一}一

セ

ン

タ

ー

エ

リ

ア

C12ペ ンシ ョン ピ レ ノジ90hα 13棟 、450名 、3階 1,700pη2 ○一〇
→C13

コテー一ジピレノシ80hα 30棟 、150名 、1階 2,200規2 ○

Cテ ニ ス コ ー ト ⊥=15㎞ 18面

十 一〇
1

器に 屋 内プール 一2hG 25規 、8コ ー ス 1,000ηz
_一}Q

「薦 汚水処理場
}0

.1hα 250祝2

一}

Ol
lC171 ゴソ ドラ落テ帰シ ぬγ a2馳 2糠 郷go㎡

C18 駐 毒 場 a◎ 拠 乗用華鵬0台.バ ス⑳台

陣 クラブメヅF 鉱9h" 21韻 、 蟹)◎呂、4階 亀70¢㎡

iC20 ピ,チ&バ ッ 拳 3.0恥 3ホ ール

「c21 町 有 施 設 7.8加 2,69¢1㎡ グラソド、{縛臨 テ訊 コ幅ト他
卜lC22

溝テ ルサホ ロ 3.5擁 1衡H、 脚 名、2踏 6,◎o⑰㎡
卜

lC23 陵業員宿舎 烈》地 きαo銭、30¢ 名、2獲 4,5⑳ ㎡

L旦1
ホ テ ル 50hα 100室 、500名 、4階 2,500㎡ ○ 一〇

is2 コ ン ド ミニ ア ム 330hα 17棟 、500名 、2階 1,200㎡ ○一〇 i

S3 ゴルフ場(新 設) 50,Ohα 9H ○一 〇1

{S4 ア ー トの 森 120hα ・=‡ 二
ト ー一一十一

S5レ ・一 プ ガ ーデ ン 騰 レス トラ ン1棟 、60席 500フ㎡ 01

S6 ネ ー チ ャ ーセ ンタ ー 35hα 6,500襯2 ○ 亡
S7 BMXコ ー ス 5.Ohα Ol

サ

ウ

ス

エ

リ

ア

S8 駐 車 場 10ho 乗用 車300台 ○ †一
S9 従業員宿舎 10hα 100R、100名 、2階 2,000η 乞2 ○一q

S10 汚水処理場 0.1hα 250㎡ ○

s11 ゴル7場(既 設 〉 ⑳.創㎞ 18簸

S12 タラダハウス 〈雛設) ゴル字嚇内 1榛 1,0eo㎡

S茎3 欝整傭公購 媚澄短 裏。7¢¢㎡

ツィールドアスかチヅタ汽 ヅント

クフ7趨 一ガーデ監 梅林、

続灘工場等

N1 ゴルフ場 950ho 9H ○ ○

N2 クラブハ ウス ゴルフ場内 3,0001㎡ ○一〇

N3 駐 車場B ゴルフ場内 乗用車300台 ○

N4 ホ テ ル 0.7hc 125室 、250名 、4階 3,5001㎡ ○

N5 コ ン ド ミニア ム 6.Oho 750名 、42棟 、2階 15β001㎡ ○ ○

N6 ネ ーチ ャー セ ンタ ー 0.5hG 500㎡ ○一〇

N7 観 察小屋 0.1ho 1501㎡ ○

N8 音 楽 堂 2.Ohα 1,000㎡ ○

ノ

ー

ス

エ

リ

ヤ

N9 きの こ ・きこ りの森 10.Oho ○

N10 天 文 台 0.1hα 100㎡ ○

N11 貯 水 池 2.Oho ○一〇 貯水量22,000㎡

N12 養 魚 場 1.5ho 採卵 ・艀化施設1棟 700η デ ○

N13 駐 車場A 1.Oho 乗用車300台 ○

N14 従業員宿舎 LOho 100R、100名 、2階 2,000㎡ ○一〇

N15 乗 馬 場 14.OhG 厩舎1棟 、 レストハウス1棟 500η ～○一〇 馬10頭 飼育

N16 乗馬場中継所 0.7hG レストハウス1棟 250㎡ ○

N17 汚水処理場 0.1ho 2501㎡ ○

(出 典 「狩勝高原サホ ロリゾー ト開発事業に係わる環境影響評価書」)
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問
題

と
な
る
点
を

い
く

つ
か
あ
げ

て
み

る
。
第

一
は
、

ス
キ
i

場

を
中

心

と
し

た
佐
幌

岳
南

東
斜

面

の
開
発

で
あ

る
。
佐

幌

岳

山
頂

か
ら

国
道

三
八
号
線

に
向

か

っ
て
、

ゲ

レ

ソ
デ

コ
ー

ス
が
開

か
れ

、

リ

フ
ト

・
ゴ

ソ
ド

ラ
が

か
け
ら
れ

る
。

山
頂

部

に

は
展
望

レ

ス
ト
ラ

ソ
が

つ
く
ら

れ
、

下
部

の

べ
ー

ス

エ

リ

ア
に
は
、

四
階

建

五
〇
〇

名
収

容

の

ホ
テ

ル
が
建

て
ら
れ

る
。

狩

勝
峠

か
ら

一
望
さ
れ

る

こ
と

は
、

当

の
環

境
影

響
評

価

書
が

示

し

て

い
る
。

こ
の
辺

り

の
植

生

は
、

山
頂
部

か
ら
標

高

八
○

○
層

付
近

ま

で
が

サ
サ
群
落

と

高
山
低

木
群

落
。

標

高
約

六
〇
〇
M
川
付

近

ま

で
が

ダ

ケ
カ

ソ
バ
林
。

国
道

の
あ

る
標
高

約

五
〇

〇
団
川

付

近

ま

で
が

ト
ド

マ
ッ

・
カ

ラ

マ
ッ

の
造

林
地

と
な

っ
て

い

る
が
、

全
体

と

し

て
は
狩
勝

峠

か
ら

続

く
ダ

ケ
カ

ソ
バ
林

の

外

観

を
示

し

て

い
る
。

こ

の
ダ

ケ

カ

ソ
バ
林

は
再
生

林

で
は

あ

る

が
、

日
高

山
脈

に
共

通
す

る

一
つ
の
代
表

的
植

生

で
、

景

観
的

に
も
美

し

い
。
佐

幌
岳

山
頂

一
帯

は
、

コ
ケ

モ
モ

・

ト
カ

チ

フ
ウ

ロ

・
ミ

ヤ

マ
オ

ダ

マ
キ

・
ハ
ク
サ

ソ
チ
ド

リ
な

ど

の
高

山

性
植

物

が
低
木

の
中

に
群

落

を
形

成
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
は

山
頂

部

や
稜
線

の
ご

く
限

ら

れ
た

部
分

に
し

か
存

在

し

て
お

ら
ず
、

佐

幌
岳

の
植

生

の
中

で
は
貴

重

な
存
在

と

な

っ
て

い
る
。

ま

た
、

ヒ

メ
ギ

フ
チ

ョ
ウ

の
食

草

と
し

て
知

ら

れ

る

オ
ク

エ
ゾ

サ
イ

シ

ソ
も

確
認

さ

れ

て

い
る
。

南
東

面

の
開
発

は
、

こ
れ
ら

の
植

生

や
景
観

を
著

し
く
損

な
う

可
能

性

が
強

く
、

特

に
山

頂
部

に
ま

で
延

び

る
ゲ

レ
ン
デ

・
展

望

レ

ス
ト

ラ

ソ
な
ど

の
施
設

は
、

高

山
性

植
物

群
落

を
潰
滅

的

状

況

に
す

る
恐

れ

が
あ

る
。
狩

勝
峠

か
ら

こ

の
辺
り

一
帯

に

か
け

て
は
、
急

斜
面

で
冬

期

に
雪
崩

等

が
発

生

し
や
す

く
、

下

部

の
中

腹

を
国
道

三
八
号
線

が
通

っ
て
お
り
、

防
災

上

の

見

地

か

ら
も
好

ま

し
く

な

い
。

◆
危
惧
さ
れ
る
水
源
地
汚
染

第
二
は
、
北
東
斜
面
お
よ
び
山
麓
の
開
発
で
あ
る
。
傾
斜

一
五
度

～

三
〇
度

の
山
地
斜

面

に
ス
キ
ー

ゲ

レ

ソ
デ
、

下

部

の

一
〇
度

前
後

の
緩

斜
面

に
は

二
か
所
、
計

二
七

ホ
ー

ル

・

二
三
〇
㎞

の
ゴ

ル
フ
場
が

造
成

さ
れ

る
。

こ
の
山
麓

部

一
帯

は
、

ほ
ぼ

全
域

が

カ

ラ

マ
ッ

(
北
斜

面

)
、

ト
ド

マ
ッ

(
東

斜
面

)

を
主
体

と

し
た
造

林
地

に
な

っ
て

い
る
。

東

斜
面

の

一
部

に
サ

サ
原

の
無

立
木

地

に
な

っ
て
い
る

と

こ
ろ
も

あ
る

が
、

全
体

的

に
は
大

変

よ
く

生
長

し

て
い
る
。

年
齢

の
若

い

樹

が
多

い
が
、

と

こ
ろ

に

よ

っ
て
は
高

さ
が

一
〇
層

前
後

に

な

っ
て

い
る
林

も

あ
り
、

水

源
酒

養
を

は
じ

め
と

す
る

環
境

林

と

し

て
の
役
割

も
増

大

し

て
い
る
。

こ
の
区
域

に

は
佐
幌

川

の
支

流

の
上
新

内
川

・
北

新
内

川

・
新
幌

川
な

ど
数

本

の

河
川

が
走

っ
て
お
り
、

こ
の
沢
沿

い
に
は

シ
ナ

ノ
キ

・
ホ
オ

ノ

キ

・
イ

タ

ヤ
カ

エ
デ

・
オ

ニ
グ

ル
ミ

・
ヤ
チ
ダ

モ

・
ミ
ズ

ナ

ラ
な
ど

の
広
葉

樹

を
主
体

に
し

た
立
派

な
河
畔

林

が
出

来

て
い
る
。

大
規
模

な

ゴ

ル

フ
場

の
造

成
は
、

育
成

に
時

間

を

か

け
比
較

的
良

好
な
状

態

に
あ

る

こ

の
造
林

地

の
大
半

を

無

に
し

て
し
ま

う
。

ゴ

ル
フ
場

に
包

囲
さ
れ

た
支
流

河

川

と
河

畔
林

は
、

周
囲

と

の
関

連

を
断

ち

切
ら
れ

て
、
変

質

し

た
り

弱
体

化
す

る

可
能
性

も
あ

る
。

さ
ら

に
危
惧

さ
れ

る

こ
と

は

ゴ

ル
フ
場

の
農
薬

、

地
盤

凝

固
剤

、
土

壌
改

良
剤

な
ど

に
よ
る

河
川

の
汚
染

だ
。

こ
の
辺

り

の
集

水
域

が
す

べ

て
佐

幌

ダ

ム
を
中

心
と

し
た
佐

幌

川

に

集
中

し

て
お

り
、
森

林

の
減
少

に
よ

り

一
時
的

な
出

水

も
高

ま

る

こ
と
も
考

え

ら
れ

る
。
佐

幌

川
上
流

部

の
水
源

地
帯

で

あ

る
だ

け

に
、

そ

の
影
響

が

心
配

さ
れ

る
。
計

画

に

よ
る

と

ゴ

ル
フ
場

の
農
薬
年

間
使

用

量

は
、
殺

菌
剤

四
種

類

五
四

六

㎏

・

一
六

八

尼
、

殺
虫

剤

一
種
類

五
〇

尼
、

除
草

剤

一
種
類

一
四

君
と

な

っ
て

い
る
が
、

他

ゴ

ル

フ
場

の
実
態

か

ら
す

れ

ば

こ
れ

ら

の
数
字

は
単

な

る
目
安

に
し

か
す

ぎ

な

い
。

ゴ

ル

フ
場

が
、
自

然

の
土
壌

と

は
似

て
も

似

つ
か

ぬ
、

排

水
第

一

主
義

の

"砂
構

造

"
で
あ
る

こ
と

を
考

え
れ
ば

、

水
源

汚
染

の

可
能

性
は
極

め

て
高

い
。

ま
た

、
農

薬

と
は
別

に
、

最
近

ゴ

ル
フ
場

の
造

成

に
伴

っ
て
大

量

に
使

用

さ
れ

る
、

地

盤
凝
固

剤

や
土

壌
改

良
剤

の
高

分

子
系
剤

や

ゼ
オ

ラ
イ
ト

の
汚
染

問

題

も
指
摘

さ
れ

て
お
り
、

こ

の
面

の
心
配
も
残

さ
れ

て

い
る
。

◆
打
撃

を
受

け

る
野
生

生
物

サ
ホ

ロ
リ
ゾ

ー

ト
の
環

境
影

響
評
価

書

に
よ
る

と
、
事

業

予
定

地
域

に
生
息

す

る
動

物
類

は
、
哺

乳
類

九
科

二
〇
種

.

鳥

類

五
科

六

二
種

・
両
性

類
爬

虫
類

五
科

七
種

・
陸
性

昆
虫

=

七
科

六

三
四
種

・
水

性
昆

虫

六
目

四
六
種

・
魚
類

三
科

六
種

が
確

認

さ
れ

て
お

り
、

全
体

と
し

て
豊

か

な
生
物

相
を

示

し

て
い
る
。

こ
の
中

に
は

「
特
定

昆
虫
類

」

の

エ
ゾ

チ

ッ

チ
ゼ

ミ

・
チ

ャ

マ
ダ

ラ

セ
セ
リ

・
カ

ラ
フ
ト

タ
カ
ネ

キ

マ
ダ

ラ

セ
セ
リ

・
ヒ
メ
ウ

ス
バ

シ

ロ
チ

ョ
ウ

・
シ

ロ
オ

ビ

ヒ
メ

ヒ

カ
ゲ

・
オ

オ

ル
リ
オ

サ

ム

シ

・
ア
イ

ヌ
キ

ソ
オ

サ

ム
シ
が
含

ま
れ

て

い
る
ほ
か
、
地

元

の
研
究
者

に
よ

っ
て
ヒ
メ
ギ

フ
チ

ョ

ウ
の
確
認

も
さ
れ

て

い
る
。

ま

た
環

境
影
響
評
価

書

で
は
"
現

在

は

生
息

し

て

い
な

い
も

の

と
思

わ
れ

る
"
と

し

て

い
る

エ

ゾ

ナ
キ

ゥ
サ
ギ

が
、

や
は

り
地

元

の
研
究
者

の
調
査

に
よ

っ

て
、
圏

域
内

の
ガ

レ
場

に
小
規

模

に
生
息
し

て
い
る

こ
と
が

確

実
視

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ

ら
が

ス
キ
ー
場

・
ゴ

ル
フ
場

の

造

成

に
よ

っ
て
環

境

の
変

化

が
生
じ
、

大
き

な
影

響
を
受

け

る

こ
と
は
充

分

考

え
ら
れ

る
。

ゴ

ル

フ
場

の
農
薬

も
、

一
般

的

に
は
散

布
時

に

二
割

程
度

は
空

中

に
漂

う
と
さ
れ

て
お

り
、

こ
の
面

の
心
配

も
消

え

な

い
。

◆

深
刻
化

す

る
環
境

汚
染

バ
ブ

ル
経
済

の
崩

壊

に
よ

っ
て
、
狂
乱

の
リ
ゾ

ー
ト
開
発

は
全

国

的

に
は

や
や
陰

り
を

見

せ
始

め
て

い
る
。

こ
れ
ま

で

に
破
綻

し

た
り
中

止

に
な

っ
た

ゴ

ル
フ
場

や

リ
ゾ

ー

ト
開
発

も

少

な
く

な

い
。

北
海

道

で
も

そ

の
傾
向

は
見

ら

れ
る

も

の

の
、
本

州
各

地

に
比

べ
る

と

そ

の
テ

ソ
ポ
は

は
る

か

に
の
ろ

い
。
農

林
漁

業

の

不
振

、

相
次

ぐ
炭
鉱

の
閉

山
等

で

一
次

産
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業

の
先

行
き

不
安

を
抱

え

る
各

市

町
村

が
、

依
然

と

し

て
リ

ゾ

i

卜
開

発

に
地

域
振

興

の
期

待

を

か
け

て

い
る
か
ら

だ
。

安

い
地
価

、

ま

と
ま

っ
て
買

え
る
広

大

な
土

地
、

そ

の
割

に

は
良

質

な
自
然

、

空
路

や
道
路
網

の
整
備

に
よ
る
交

通
手

段

の
拡

充

な
ど

が
、

リ
ゾ
ー
ト
企
業

の
進
出

を
助
長

し

て
い
る
。

リ
ゾ

ー

ト
法

は
依

然
と

し

て
残

っ
て

い
る
し
、

北
海

道

の

ア

セ

ス
メ

ソ
ト
条

例

や
ゴ

ル

フ
場
規

制
要

綱

な
ど

、
環
境

に
関

す

る
法

規
制

は

き

わ
め

て
甘

い
。

そ

の
虚

を

つ
い

て
、

規
制

強
化

で
は

み
出

さ
れ

た
本
州

各
地

の
ゴ

ル

フ
場

が
、
北

海
道

に
流

れ

込
む

様
相

さ

え
も
見

え
始

め

て

い
る
。

だ
が
、

北
海

道

と

い
え
ど

も

ゴ

ル

フ
場
を
含

め

て
リ

ゾ

ー
ト
開

発
は
過

剰

で
あ

り
、

生

き
残

り

の
戦

い
は
す

で

に
始

ま

っ
て

い
る
。

多

様

化

・
高

級
化

・
大
規

模
化

・
差
別

化

な
ど

様

々
な
方
策

が

語

ら

れ

る
が
、

本

質
的

に
は

"
不
動
産

リ
ゾ

ー
ト
"
の
枠

を
出

て
い
な

い
。
当

面

、
大
規

模
化

し

た
大
手

資

本

の
リ
ゾ

ー
ト

が
生

き
残

る

だ
ろ

う
が
、

こ
の
よ
う

な

リ
ゾ

ー

ト
に
よ

っ
て

自

然

の
寡

占
化

・
環

境

の
悪
化

・
自
治

体

の
従

属
化

な
ど

が

出

て
こ

よ
う
。

サ
ホ

ロ
リ
ゾ
ー

ト

の
拡

張

は
、

す

で

に
そ
の

方

向

を
指

し
示

し

て

い
る
。

写2現 有 ゴル フ場(佐 幌岳 南側 山麓)
中央 の屋 根 の建物 が ク ラブハ ウス

写1現 有宿泊 施 設(拠 点 地域)
左.ク ラブ メ ッ ドサ ホ ロ、右 手上 方の道

路 は 国道38号 線

写4現 有 スキー場 概観(新 内牧 場側 よ り)
佐幌 岳北 斜面 に新 設予 定 のゲ レンデは 、
この右手 裏側 にな る。

写3新 設 ゴル フ場 予定 地(佐 幌岳 東側 山麓)

右 手上部 は佐 幌湖 、 ゴル フ場 の他 に乗 馬
場 、水 の広場 が予 定 され て い る。
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写5新 設 ゴル フ場 予定 地(佐 幌 岳北 東 山麓)
カ ラマ ツの造 林地

写6新 設 ゴル フ場予 定地(佐 幌岳 北東 山麓)
カ ラマ ツの造林 地 内部

写7新 設 ゴル フ場予 定地(佐 幌岳 東側 山麓)
トドマ ツ造 林地

写8新 設 ゴル フ場予 定地(佐 幌 岳東 側 山麓)

無 立木 地(サ サ原)

写

9

'

新

設

ゴ

ル
フ
場
予

定

地

内

を

流

れ

る
河

川

河

川

の
周

囲

に

は
美

し

い
自

然
林

(
河
畔

林

)

が
残

さ
れ

て

い
る
。

写

10

現

有

ス
キ
ー
場

コ
ー

ス

佐

幌

岳

東
斜

面

最

上

部
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写11佐 幌 岳 山頂 部 の高山植 物群

(ミ ヤマ オ ダマ キ)
写12佐 幌 岳 山頂部 の 高山植 物群

(ハ クサ ンチ ドリ)

写13ゴ ル フ場予 定地 の佐 幌岳 北東 ・東 山麓 一 帯 写14新 設 スキー場 予定 地(佐 幌 岳南 斜面)

狩勝 峠 よ り見 た南 斜面 、写 真 中央 にゲ レ
ソデが造成 され る。

フ キ ノ トウの芽 ・フ キ
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